
気象庁作成 

※深さは CMT解による

（２）地震活動 
ア．鳥島近海の地震活動

鳥島近海（領域ａ）では、2023年10月２日から９日にかけて地震活動が活発になり、３日20時38分に
はM6.4の地震（最大震度１）、５日10時59分にはM6.5の地震（震度１以上を観測した地点はなし）が発生
するなど、M6.0以上の地震が４回発生した。このうち、最大規模の地震は、５日10時59分に深さ10km（CMT
解による）で発生したM6.5の地震（震度１以上を観測した地点はなし）で、発震機構（CMT解）は東北東
－西南西方向に張力軸を持つ正断層型である。この地震はフィリピン海プレート内で発生した。また、
これらの地震の震源付近では、９日04時頃から06時台にかけて、規模が小さいうえに地震波のＰ相及び
Ｓ相が不明瞭なため震源が決まらないものも含めて地震が多発した。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（領域ａ）では、M5.0以上の地震が時々発生

している。2006年10月24日にはM6.8の地震（最大震度２）が発生し、三宅島坪田で16cmなどの津波を観
測した。 

図２－１ 震央分布図（1997 年 10 月１日～2023 年
10 月 31 日、深さ０～150km、M≧4.0） 
2023 年 10 月の地震を赤色で表示、図中の発
震機構は CMT 解 

図２－２ 図２－１の領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（2023 年 10 月１日～31 日、M≧3.0） 
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